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実
質
ゼ
ロ
…
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
森
林
な
ど
で
吸
収
さ
れ
る
除
去
量

と
の
均
衡
を
達
成
す
る
こ
と

●
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

『
自
然
の
恵
み
を
未
来
に
つ
な
ぎ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
と
豊
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
グ
リ
ー
ン
な

ま
ち
甲
府
』

●
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
量
の
中
期
目
標

『
２
０
１
３
年
度
比
46
％
削
減（
さ
ら
に
50
％
の
高
み

を
目
指
す
）』

●
水
素
等
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
啓
発
・

利
活
用
等
、
甲
府
市
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や

社
会
情
勢
を
ふ
ま
え
た
取
り
組
み
を
追
加

　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が
世
界
的
に
懸
念
さ
れ
る
中
、
甲
府
市
は

２
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年
２
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に
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や
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内
全
市
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と
も
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
行
い
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
実
質
ゼ
ロ*

＝
カ
ー
ボ
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ュ
ー
ト
ラ
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を
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し
て
い
ま
す
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に
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先
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に
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る
取
り
組
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の
方
針
や
重
点
施
策
を
整
理
し
た「
甲
府
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

戦
略
」を
策
定
し
、
さ
ら
に
11
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に
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ゼ
ロ
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ー
ボ
ン
を
推
進
す
る
拠
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こ
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ふ
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設
し
ま
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た
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今
回
の
特
集
で
は
、
こ
う
ふ
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ
を
中
心
に
展
開
す
る
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。



飲食業などへの水素グリ
ルの導入実証を通じて、市
内企業における水素の実
装化につなげる。

水素機器の製作を通じ
た人材育成。今年度は
産業分野での活用が期
待されるドローンの製
作を行っている。

学生等に対して、セミ
ナーなどの水素エネル
ギーに触れる機会を創
出し、地域社会の水素
の先駆者の育成を図る。

市
・（
大
）
山
梨
大
学
・（
一
社
）
Ｆ
Ｃ
ｙ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
に
よ
る
連
携
協
定
締
結

こ
う
ふ
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ

開
設

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

選
定

3　　　令和７（２０２５）年／１月号

イベント開催決定！

２０２５年２月２２日

会場：こうふグリーンラボ
午前１０時～午後３時

土

（上町６０１-２／甲府市リサイクルプラザ内）

こうふグリーンラボ
水素フェス

本市の主力産業の宝石の加
工に水素バーナーを使用。
環境付加価値の高いジュエ
リーの開発を目指す。

２
０
２
４
年

１ 国内トップクラスの日照時間を誇る！

２ 太陽光発電を活用した水素の製造施設がある！

３ 水素エネルギー研究機関等が集積している！

甲府市でなぜ水素？

…世界有数の水素研究を行う国立大学法人
　山梨大学や一般社団法人 FCyFINE PLUS   など

市民に身近なデバイスであ
るモビリティに焦点をあ
て、水素・燃料電池電動ア
シスト自転車の開発と実証
に取り組む。

　

 

豊
富
な
日
照
時
間
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素
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ー
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関
等
の
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積

ココロ がトキメク１日を

こ
れ
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を

進
め
、
削
減
目
標
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
！

水素・燃料電池ドローン水素・燃料電池ドローン

※当日はリサイクルプラザは休館です

Coming   Soon!

小
口
水
素
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
製
作
等
を
通

じ
た
、
人
材
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

常
圧
水
素
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
用
い
た
デ
バ
イ
ス

の
社
会
実
装
に
向
け
た

事
業
連
携
協
定

太陽光発電などから製造した水素は、

二酸化炭素を排出しない次世代エネルギーとして

期待されており、県や民間など産学官の連携・

協力により取り組みを推進しています。

　本市のポテンシャルを最大限に生かして脱炭素化を推し進めるため、
水素の普及啓発や、その利活用に向けた実証研究に取り組んでいます。

水素を 水素を するする学 び 活用

▲ 2023 年に開設したゼロカーボン
　 推進拠点「こうふグリーンラボ」

活用する活用するまなぶまなぶ

【目標】

実質ゼロ
達成

甲府市の
温室効果ガス排出量の推移と目標

2013 2020 2030 2050

基
準
年
度

－26.2％

？？

【中期目標】

46% 減
（2013年度比）

水素 SUMMER SCHOOL水素 SUMMER SCHOOL

水素バーナー水素バーナー

水水素・燃料電池電動アシスト自転車素・燃料電池電動アシスト自転車

水素グリル水素グリル


